
告

示

表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

沖

縄

県

第
一
区
分

さ
と
う
き
び

名

称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

登
録
年
月
日

静
岡
県
電
気
工
事
工
業
組
合

静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
津
島
町
十
二
番
二
十
七
号

平
成
二
十
四
年
五
月
一
日

平成™›年œ月˜日 火曜日 第œ� ˜号官 報

項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
又
は
附
則
第
三
項
第
一
号

に
掲
げ
る
作
業
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
行
っ

た
場
合
を
除
く
。）及
び
改
正
後
の
規
則
の
規
定
を
適
用

し
た
と
す
る
な
ら
ば
改
正
後
の
規
則
第
二
条
第
二
項
第

六
号
に
掲
げ
る
作
業
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
も
の

（
同
一
の
日
に
お
い
て
、
改
正
後
の
規
則
の
規
定
を
適

用
し
た
と
す
る
な
ら
ば
改
正
後
の
規
則
第
二
条
第
二
項

第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
若
し
く
は
第
七
号
又
は
附
則

第
三
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
作
業
に
該

当
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
行
っ
た
場
合
を
除
く
。）を

行
っ
た
場
合
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
百
七
十
六
号

香
川
県
東
か
が
わ
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し

た
た
め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に
掲

げ
る
者
は
、
平
成
二
十
四
年
六
月
一
日
ま
で
に
、
同
市
長

に
対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
東
か
が
わ
市
役
所
又
は
高
松
法
務
局
に
照
会
す
る

こ
と
。

平
成
二
十
四
年
五
月
一
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

香
川
県
大
川
郡
白
鳥
本
町
大
字
松
原
五
百
六
十
六
番
地

岡
部

國
榮

〇
法
務
省
告
示
第
百
七
十
七
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の

技
能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規
定
す
る
団
体
の
要
件
を
定
め

る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
法
務
省
令
第
五
十
三
号
）
第
一

条
第
一
号
ト
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十

二
日
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
九
号
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
一
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

第
一
号
中
「
社
団
法
人
日
本
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
協

力
事
業
協
会
」
を
「
公
益
社
団
法
人
日
本
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
経
済
協
力
事
業
協
会
」
に
改
め
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
百
七
十
八
号

公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
七

条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
公
証
人
に

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
る
。

こ
の
告
示
は
、
告
示
の
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
一
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

前
橋
地
方
法
務
局
所
属

椿

栄
一

京
都
地
方
法
務
局
所
属

å
井

康
夫

名
古
屋
法
務
局
所
属

太
田

健
治

津
地
方
法
務
局
所
属

島
津

弘
一

松
江
地
方
法
務
局
所
属

宮
田

正
之

札
幌
法
務
局
所
属

秋
山

重
Ó

〇
外
務
省
告
示
第
百
六
十
二
号

平
成
二
十
四
年
四
月
十
七
日
に
キ
シ
ニ
ョ
フ
で
、
貧
困

農
民
支
援
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
モ
ル
ド

バ
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

貧
困
農
民
へ
の
支
援
に
力

点
を
お
い
た
食
糧
生
産
の
増
大
に
寄
与
す
る
た
め
に
必

要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

一
億
三
千
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
五
年
四
月
三
十
日
ま

で
４

署
名
者

日

本

側

坂
田
東
一
在
モ
ル
ド
バ
大
使

モ
ル
ド
バ
側

ヴ
ァ
シ
リ
ー
・
ブ
マ
コ
フ
農
業
食
品
産

業
大
臣

平
成
二
十
四
年
五
月
一
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
外
務
省
告
示
第
百
六
十
三
号

平
成
二
十
四
年
四
月
十
八
日
に
ロ
ー
マ
で
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
連
邦
共
和
国
に
お
け
る
「
少
数
民
族
地
域
を
含
む
貧

困
地
域
へ
の
食
糧
支
援
計
画
」
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る

次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
世
界
食
糧
計
画
と
の
間
に
行

わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

少
数
民
族
地
域
を
含
む
貧

困
地
域
へ
の
食
糧
支
援
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要

な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

八
億
千
四
百
万
円

３

署
名
者

日

本

側

河
野
雅
治
在
イ
タ
リ
ア
大
使

世
界
食
糧
計
画
側

ア
ー
サ
リ
ン
・
カ
ズ
ン
事
務
局
長

平
成
二
十
四
年
五
月
一
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
四
号

農
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
百
三
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
六

年
一
月
二
十
八
日
農
林
水
産
省
告
示
第
百
三
十
七
号
（
農
業
災
害
補
償
法
第
百
三
十
四
条
第
三
項
の
主
務
大
臣
が
定
め

る
畑
作
物
共
済
の
共
済
目
的
の
区
分
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

表
沖
縄
県
の
項
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
平
成
十
六
年
一
月
二
十
八
日
農
林
水
産
省
告
示
第
百
三
十
七
号
の
規
定
は
、
平
成
二

十
五
年
産
の
さ
と
う
き
び
か
ら
適
用
す
る
も
の
と
し
、
平
成
二
十
四
年
以
前
の
年
産
の
さ
と
う
き
び
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
五
号

農
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
百
四
十
一
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

十
六
年
一
月
二
十
八
日
農
林
水
産
省
告
示
第
百
三
十
八
号
（
農
業
災
害
補
償
法
第
百
四
十
一
条
の
四
第
四
項
の
主
務
大

臣
が
定
め
る
畑
作
物
共
済
の
共
済
目
的
の
区
分
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
百
八
十
六
号

農
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
百
三
十
五
条
第
五
号
及
び
第
百
四
十
一
条
の
六
第
五

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
一
月
十
五
日
農
林
水
産
省
告
示
第
百
四
十
五
号
（
畑
作
物
基
準
共
済
掛
金
率
等

を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
一
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

（「
次
の
よ
う
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
林
水
産
省
経
営
局
保
険
課
及
び
沖
縄
県
庁
に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。）

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
平
成
二
十
二
年
一
月
十
五
日
農
林
水
産
省
告
示
第
百
四
十
五
号
別
表
第
二
及
び
別
表

第
三
の
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
産
の
さ
と
う
き
び
か
ら
適
用
す
る
も
の
と
し
、
平
成
二
十
四
年
以
前
の
年
産
の
さ

と
う
き
び
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
十
号

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
調
査
機
関
と
し
て

次
の
者
を
登
録
し
た
の
で
、
同
法
第
百
十
二
条
の
二
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
一
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
平
成
十
六
年
一
月
二
十
八
日
農
林
水
産
省
告
示
第
百
三
十
八
号
の
規
定
は
、
平
成
二

十
五
年
産
の
さ
と
う
き
び
か
ら
適
用
す
る
。
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